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【 学校教育目標 】「い・わ・ま・つ」 
い…いつでも自分から動く子   わ…わたしもあなたも大事にする子 
ま…学びを楽しみ、表現する子  つ…つながりながら成長する子 

【 重 点 目 標 】       きたえよう 「心」のコントロール 

【 研 修 主 題 】  学び合いの中で“自りつ”する子 

〈令和７年度 研修の重点〉 

安心して愉しめる授業 

 

① 岩松北小の児童の特性（体験的な活動を通して仲間と共に学びたいと思っている）を生かして、教師の

発問などをきっかけに各自の課題を追究していく。 

② 学習する意義を理解したり学習習慣を身に付けたりしながら、チーム（目標を共有し活動を共に行う集

団）を作り上げる。 

③ 児童は自らの学びを調整しながらどのように考えたかを自分の言葉で表現する対話を通して、疑問を解

決したり、考えを深めていったりする。 

個別最適な学び 

自 律 

自 立 

より良い自分になろうとする子 

自分の力で学ぼうとする子 

協働的な学び 

・授業形態の工夫 
・思考ツールの活用 
・家庭学習の工夫 

・対話の質の向上 
・個を生かした授業づくり 
・授業のターニングポイント 

「自ら学習を調整し表

現できる姿」を目指す 
「対話を通して学びを

深める集団」を目指す 

安心して愉しめる授業 

・多様な反応、呟きが認められ、それらが授業に生かされる。 

・わからないときに、友達や先生に相談することができる。 

・失敗しても、何度でもやり直すチャンスがある。 

・困っている友達を助けることができる。 
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